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１月１日現在の人口●男1,712人●女1,758人●計 3,470人（前月比－3）●転入4●転出9●出生5●死亡3●世帯数1,064（前月比－3）

平成17年１月10日

月号

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
平
成
十
七
年

が
北
塩
原
村
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し

い
躍
進
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ま

た
、
全
村
民
お
よ
び
村
外
で
ご
活
躍

の
皆
様
方
が
、
ご
健
勝
・
ご
多
幸
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
に
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

世
界
で
は
イ
ラ
ク
・
サ
マ
ー
ワ
へ
の

自
衛
隊
の
派
遣
、
爆
弾
テ
ロ
事
件
、

依
然
不
安
定
な
中
東
情
勢
、
拉
致
や

核
・
経
済
制
裁
の
問
題
、
十
二
月
二

十
六
日
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
の
津

波
に
よ
る
大
災
害
で
、
十
数
万
人
以

上
の
犠
牲
者
が
で
る
な
ど
極
め
て
憂

慮
す
べ
き
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
内
で
は
、
十
月
の
台
風

の
水
害
に
続
き
、
新
潟
県
中
越
大
震

災
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
被
災
さ

れ
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た

方
々
に
は
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
経
済
情
勢
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
の
経
済
は
一
部
で
回
復
の
兆
し

が
あ
る
も
の
の
、
雇
用
情
勢
や
個
人

消
費
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
不
安

定
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
は
、
三
位
一
体
改
革
と

は
か
け
離
れ
た
別
枠
で
地
方
交
付
税

を
削
減
す
る
な
ど
地
方
切
り
捨
て
が

加
速
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
村
は
機
構

改
革
を
し
、
人
件
費
・
物
件
費
の
節

約
を
進
め
た
ほ
か
、
村
第
三
次
総
合

振
興
計
画
に
基
づ
き
、
自
立
一
年
目

と
し
て
、
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が

ら
着
実
に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
三
月
に
合
併
特
例
法
の

適
用
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
各

市
町
村
の
合
併
が
進
む
年
で
あ
り
ま

す
が
、
当
村
は
、
自
立
に
向
け
、
き

ち
ん
と
し
た
道
し
る
べ
を
示
し
て
い

く
年
と
な
り
ま
す
。

維
持
す
べ
き
も
の
は
維
持
し
、
改

革
す
べ
き
も
の
は
改
革
し
、
廃
止
す

べ
き
も
の
は
廃
止
し
、
明
確
に
す
る

な
ど
、
村
民
と
と
も
に
痛
み
を
分
け

合
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
自
立
の
道

を
示
し
、
村
民
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
整
備
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
各
施
設
が
、
村
民
の
生

活
に
結
び
つ
き
、
所
得
向
上
が
図
れ

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
に
あ
っ
た
創
造
性

豊
か
な
活
力
あ
る
村
を
村
民
の
皆
様

と
一
緒
に
築
い
て
い
く
た
め
、
よ
り

一
層
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、
計
画

的
に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
村
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

支
援
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
良
い
お
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

北塩原村長
高　橋　　　伝

地
域
住
民
の
意
思
・
負
担
に
よ
り

処
理
す
る
こ
と
が
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■
村
民
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
雇

用
の
場
の
確
保
は
最
重
点
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
、
村
外

企
業
の
誘
致
と
地
域
企
業
の
育
成
、
経
営

維
持
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

■
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
探
勝
路
や
農
産
物

直
売
施
設
な
ど
既
存
施
設
を
活
用
し
な
が

ら
環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
と
定
着
を
図
り
ま
す
。

■
国
の
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
に
沿
っ
た
水

田
農
業
体
制
の
確
立
、
農
産
物
の
生
産
・

販
売
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■
杉
並
区
と
の
保
養
地
協
定
に
よ
る
誘
客
を

推
進
す
る
ほ
か
、
交
流
事
業
を
展
開
す
る

自
治
体
か
ら
の
誘
客
対
策
も
推
進
し
ま
す
。

■
常
に
健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
保
健

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
健
康
料
理
教
室
な

ど
食
生
活
の
改
善
や
ラ
ビ
ス
パ
や
自
然
を

活
用
し
た
健
康
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。

■
医
療
・
福
祉
・
保
健
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
医
療
体
制
を
整
え
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
特
色
あ
る
学
校
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
通
学
路
線
の
確
保
や
教
育
環
境
の
整

備
、
幼
児
教
育
の
充
実
、
情
報
教
育
・
生

涯
学
習
の
推
進
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

の
国
際
交
流
、
沖
縄
県
東
村
な
ど
と
の
国

内
交
流
を
図
り
、
次
代
を
担
う
心
豊
か
な

人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
経
費
の
節
減

や
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

■
し
っ
か
り
と
自
立
し
た
村
づ
く
り
を
推
し

進
め
る
た
め
、
村
民
と
と
も
に
痛
み
を
分

け
合
い
、
維
持
す
べ
き
政
策
や
、
改
革
、

廃
止
す
べ
き
政
策
を
明
確
に
し
、
見
直
し

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
行
政
と
住
民
の
役
割
を
明
確
に
し
、
村
民

の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
村
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

村
民
所
得
の
向
上

健
康
と
福
祉
の
充
実

将
来
を
担
う
人
づ
く
り

安
全
安
心
な
村
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
推
進

■
水
質
環
境
保
全
と
快
適
な
生
活
環
境
を
提

供
す
る
た
め
、
下
水
道
の
加
入
促
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
生
活
利
便
の
向
上
と
安
全
確
保
の
た
め
に

主
要
地
方
道
会
津
若
松
・
裏
磐
梯
線
の
整

備
促
進
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

■
地
域
住
民
自
ら
取
り
組
む
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
消
防
設
備

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
暮
ら
し
の
安
全
を

守
り
ま
す
。



③ 広報きたしおばら

裏磐梯エコツーリズム推進モデル事業

懇話会は、11月11日（木）に「エコツーリズムと情報計画」と題して下村彰男先生（東京大学大学院教
授）のお話をうかがい、“裏磐梯のイメージとは何か、情報提供の問題点”について話しあい、次のよう
な意見がでました。
「裏磐梯には統一されたイメージ戦略が必要」「訪れた人はリアルタイムな情報が欲しい」「朝起きて、そ
の日のガイドツアーに参加できる仕組みがあれば」などなど。

12月15日（水）に懇話会のまとめを参考に、“裏磐梯をどう
やって外に伝えるか”をテーマに勉強会を開き、参加者と活発
な意見をかわしました。
裏磐梯は、１つのイメージで表現できるものではなく、様々

な魅力があること、年間を通して素晴らしい景色があることを
あらためて認識しました。また、インターネット上に裏磐梯情
報のポータルサイト（入口）をつくること、目次の作り方が重
要と様々な意見が出されました。

懇話会も勉強会も続けていく予定です。入場は無料、お気軽
にご参加ください。
【問い合わせ先】
北塩原村エコツーリズム推進事業実行委員会（観光政策課内）
３２-２５１１

▲講師の日本エコツーリズム協会理事海津
ゆりえ氏（左端）が進行役を務めた情報
提供システムづくり勉強会

第１回エコツーリズム懇話会

情報提供システムづくり勉強会

裏磐梯でエコツーリズムを進めるために懇話会や勉強会を始めました。今後、エ
コツーリズムカレッジの開講や情報提供システムづくりの事業を予定しています。

北
塩
原
村
消
防
団
出
初
め
式
が
１
月
６
日
、
村
役

場
並
び
に
村
民
体
育
館
に
お
い
て
、
団
員
・
婦
人
消

防
隊
・
来
賓
な
ど
約
１
６
０
人
が
参
加
し
、
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

団
員
ら
は
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
今
年
一
年
間
の
無
火
災
、

無
災
害
を
願
う
と
と
も
に
、
住
民
の
生
命
と
暮
ら
し

を
守
る
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

さっそうと行進する消防団員

▼空に向かって一斉に水が放たれた
放水訓練



広報きたしおばら ④

福
祉
や
児
童
問
題
等
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
状
交
付

民
生
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に

伴
う
、
新
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式

が
12
月
６
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
高
橋
村

長
が
厚
生
労
働
大
臣
、
県
知
事
（
地

区
担
当
）
か
ら
の
委
嘱
状
を
委
員
16

人
（
う
ち
２
人
は
主
任
児
童
委
員
）

に
伝
達
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
16

年
12
月
１
日
か
ら
３
年
で
す
。

ま
た
、
12
月
定
例
民
生
・
児
童
委

員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
役
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
新
役
員
〉

会
　
　
長
　
　
東
條
　
嘉
子

副

会

長

佐
藤
　
正
義

監
　
　
事
　
　
佐
藤
　
豊
治

監
　
　
事
　
　
五
十
嵐
　
衛

書
記
会
計
　
　
目
黒
　
　
薫

（
社
協
事
務
局
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、

◆
地
域
住
民
の
福
祉
や
悩
み
等
に

つ
い
て
の
相
談

◆
地
域
の
世
話
役
と
し
て
、
保
護

指
導
に
関
す
る
職
務

◆
複
雑
多
様
化
す
る
児
童
問
題
に

関
す
る
相
談
　

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
あ
な
た
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

氏
　
名
　
（
行
政
区
）

東
條
　
嘉
子
（
下
　
吉
）

遠
藤
　
惠
子
（
北
　
山
）

渡
部
　
尚
道
（
北
　
山
）

内
海
　
良
悦
（
関
　
屋
）

五
十
嵐
恒
吉
（
大
久
保
）

赤
城
　
正
清
（
下
川
前
）

五
十
嵐
　
衛
（
大
　
塩
）

穴
澤
　
一
男
（
大
　
塩
）

佐
藤
　
正
義
（
桧
　
原
）

佐
藤
　
　
守
（
早
稲
沢
）

佐
藤
　
豊
治
（
曽
　
原
）

吉
田
　
勝
男
（
剣
ケ
峯
）

佐
藤
　
　
進
（
蛇
　
平
）

小
椋
　
章
雄
（
長
　
峯
）

渡
部
　
初
子
（
谷
　
地
）

眞
野
眞
理
子
（
剣
ケ
峯
）

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員

担
　
当
　
地
　
区

下
吉
・
谷
地

北
山
（
下
）

北
山
（
上
）
・
松
陽
台

関
屋
・
樟

大
久
保

下
川
前
・
上
川
前

大
塩
（
上
）

大
塩
（
下
）

桧
原
・
金
山

早
稲
沢
・
金
山

狐
鷹
森
・
曽
原

剣
ヶ
峯

蛇
平
・
小
野
川
・
秋
元

長
峯

村
内
全
域
※
主
任
児
童
委
員

村
内
全
域
※
主
任
児
童
委
員

▲委嘱状を受け取る渡部尚道氏

ュ
ー
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
午
後
に
行
わ
れ
た

「
ヘ
ル
シ
ー
ト
ー
ク
」
で
は
、
橋

本
先
生
に

も
っ
と
お
い
し
く

お
う
ち
の
ご
は
ん

を
テ
ー
マ

に
、
で
き
る
だ
け
手
作
り
で
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
家
族
一

緒
に
囲
む
こ
と
の
大
切
さ
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
充

実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

チ
ビ
ッ
子
料
理
人
も
腕
を
ふ
る
い
ま

し
た
。

ク
ッ
キ
ン
グ
の
後
は
、
橋
本
先

生
（
左
端
）
を
交
え
て
の
楽
し

い
会
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
☆
フ
ェ
ス
タ

食
べ
て
歯
っ
ぴ
ー
de
ヘ
ル
歯
ー

（
ハ
ッ
ピ
ー
で
ヘ
ル
シ
ー
）」
と

題
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー

ル
」
は
12
月
12
日
（
日
）、
会

津
北
部
地
域
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推

進
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

村
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
し
、
29
人
の
親
子
が
参
加
し

ま
し
た
。

午
前
の
部
は
「
親
子
ク
ッ
キ

ン
グ
」。
講
師
に
『
ゴ
ジ
て
れ

シ
ャ
ト
ル
（
福
島
中
央
テ
レ

ビ
）』
の
料
理
コ
ー
ナ
ー
で
お

な
じ
み
の
橋
本
ヨ
シ
イ
先
生
を

お
迎
え
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
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現在の対象年齢（３ヶ月～４歳）でＢＣＧ接種を行っていない、もし
くはこれから受けるお子さんは、３月31日までに忘れずに接種するよ
うにしてください。
なお、接種対象月齢を過ぎると、自費での接種になります。

■問い合わせ先　保健センター　 ２８－３７３３

＊接種対象者のお子さんで、三種混合、二種混合、日本脳炎、麻しん、風しんの予
防接種をまだ受けていない方は早めの接種をお願いします。

＊問診票をなくしてしまった方、また、不明な点がありましたら村保健センターに
お問い合わせください。

「健康運動・閉講式」

11
月
30
日
（
火
）、
ラ
ビ
ス
パ
裏

磐
梯
に
お
い
て
「
せ
い
じ
ん
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
企
画
の
「
な
が
い
き

く
ら
ぶ
」
と
共
催
で
、
25
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
健
康
」。
会

津
中
央
病
院
か
ら
理
学
療
法
士
の
長

谷
川
秀
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
運
動

に
つ
い
て
の
講
話
や
腰
痛
予
防
の
体

操
な
ど
、
気
軽
に
で
き
る
運
動
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
閉
講
式
を
行
な
い
、

そ
の
日
参
加
し
た
受
講
生
に
修
了

書
を
授
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
皆

勤
賞
で
あ
る
『
学
び
の
功
労
賞
』

に
は
五
十
嵐
正
男
さ
ん
（
下
吉
）、

と
小
野
明
さ
ん
（
松
陽
台
）
の
２

人
を
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

▲丁寧な語り口で指導した
講師の長谷川秀一先生

▲普段使わない筋肉を伸ば
しました

①診療時間外でも血圧測定や各種相談に応じています。
午後５時まで看護師がいますので、お気軽にご来院く
ださい。
不在になる場合もありますので、ご来院の前にお電話
でご確認ください。

②ご存知ですか？当診療所でできる検査
レントゲン、超音波（心臓、腹部）、心電図、24時間
心電図、血液、尿、便、眼底、痰、肺活量などの検
査ができます。

③インフルエンザの予防接種はお済みですか？
免疫達成まで約２週間かかります。お早めに。

診療所はいつでも見学できます。お気軽にどうぞ。
南東北裏磐梯診療所 ３２－２００９

診療時間は
月曜日～土曜日　９時30分～12時30分
※日曜日、祝日はお休みです
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早
稲
沢
　
小
椋
隆
子

大
塩
　
　
赤
城
セ
イ
子

北
山
　
　
武
藤
敏
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

北
山
　
　
佐
藤
裕
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

大
塩
　
　
阿
部
麻
子

上
川
前
　
斎
藤
冨
子

北
山
　
　
武
藤
サ
ツ

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
待
ち
時

間
の
解
消
や
仕
事
な
ど
で
平
日
昼
間

に
相
談
で
き
な
い
方
へ
の
相
談
の
機

会
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

①
毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長

毎
週
月
曜
日
は
、
年
金
相
談
の
受

付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜

日
と
な
り
ま
す
。

※
１
月
31
日
及
び
２
月
28
日
は
、
シ

ス
テ
ム
の
都
合
に
よ
り
時
間
延
長

で
き
ま
せ
ん
。

②
休
日
開
庁
に
よ
る
相
談
実
施

１
月
22
日
（
土
）

２
月
19
日
（
土
）

２
月
20
日
（
日
）

３
月
12
日
（
土
）

３
月
13
日
（
日
）

の
５
日
間
は
事
務
所
を
開
庁
し
、

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

会
津
若
松
社
会
保
険
事
務
所

０
２
４
２
・
27
・
５
３
２
１

やま

報
やま

報
■
申
請
種
別

建
設
工
事
、
測
量
等
、
物
品
購
入

（
修
繕
）
等

■
資
格
の
有
効
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

■
受
付
期
間

平
成
17
年
２
月
１
日
か
ら

２
月
28
日
ま
で

（
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類

建
設
工
事
、
測
量
等
は
「
福
島
県

様
式
」、
物
品
購
入
（
修
繕
）
等
は

「
村
指
定
様
式
」
で
、
い
ず
れ
も
Ａ

４
判
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
。
こ
の
ほ
か
添

付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
要

領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
要
領
及
び
様
式
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

財
務
政
策
課
財
政
班23

・
３
１
１
４

この調査は、我が国
農林業の生産構造及び
就業構造、担い手や森
林、棚田等農山村地域
資源の実態、その保
全・活用の状況等を的
確かつ総合的に把握す
るために実施するもの
です。
調査は２月１日現在
で行われ、１月中旬か
ら２月中旬にかけて各
地区の調査員が訪問し
ますので、ご協力お願
いします。

■問い合わせ先 産業政策課　 ２３－３２６１

宝
く
じ
助
成
事
業

早
稲
沢

地
区
で

は
、
春
の

祭
り
に
使

う
山
車

（
太
鼓
台
）

が
老
朽
化

し
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
、
宝
く
じ
助

成
事
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
）
の
助
成
金
２
５
０
万
円

を
い
た
だ
き
新
調
し
ま
し
た
。

春
祭
り
に
は
、
安
全
や
五
穀

豊
穣
を
願
い
新
し
い
山
車
が
練

り
歩
き
、
笛
や
太
鼓
で
集
落
中

を
鳴
り
響
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
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よも

情
よも

情

休日当番医

大竹内科…………… 22 - 0241
医療生協きたかた診療所… 23 - 3611

君島内科消化器科クリニック… 24 - 5800
斎藤医院…………… 22 - 0212
高橋小児クリニック… 25 - 7066
田中医院…………… 22 - 0141

第二次救急当番医

県立喜多方病院…… 22 - 2181
小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021
佐 原 病 院………… 22 - 5321
県立喜多方病院…… 22 - 2181

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預

金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は

「
決
済
用
預
金
」
と
し
て
全
額
保
護

さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息
の
つ
く
普

通
預
金
な
ど
は
、
一
金
融
機
関
に
つ

き
預
金
者
一
人
当
た
り
、
元
本
一
千

万
円
ま
で
と
、
そ
の
利
息
等
が
保
護

さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用

預
金
」
に
該
当
す
る
か
な
ど
、
詳
し

く
は
金
融
機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

預金等の分類 平成17年４月から

決済用
預　金

当座預金・利息のつ
かない普通預金等

全額保護
（恒久措置）

一　般
預金等

利息のつく普通預
金・定期預金・定
期積金・元本補て
んのある金銭信託
（ビッグなど）等

合 算 し て 元 本
1,000万円までと
その利息等を保護

外貨預金、元本補てんのな
い金銭信託（ヒットなど）、
金融債（保護預り専用商品
以外のもの）等

保護対象外

平成17年１月11日スタート！電子申請ができます。

■利用時間
８時30分～20時30分　
土日・祝日でも申請ＯＫ

【県の手続き】
・ 物品購入（修繕）競争入札
・ 特定非営利活動法人関係届
・ 食品営業関係届出　等

【市町村の手続き】
・ 介護保険関係申請
・ 法人設立・設置届
・ 道路占用許可申請
・ 幼稚園入園申込み　等

詳しくは　電子申請システムホームページ　http://e-madoguchi.jp/
または、 村ホームページ（行政情報）にアクセスしてください

電子申請・届出のできる
主な手続き
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教育課　井上　健

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

１
月
25
日
（
火
）

桧
原
出
張
所
　
　

34
・
２
０
０
４

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

国
民
健
康
保
険
税

６
期
分

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）
６
期
分

上
下
水
道
使
用
料

12
月
分

国
民
年
金

１
月
分

固
定
資
産
税

４
期
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

蓮
沼
　
壱
月

い
つ
き

鈴
木
　
　
雅

み
や
び

鳥
羽
　
愛
梨

あ
い
り

鈴
木
　
　
洸こ

う

中
川
　
航
志

こ
う
し

剛
陽
　
介

伸
　
雄

角
　
衛

直
　
哉

北
山
一
区

大
塩
中
区

狐

鷹

森

松

陽

台

北
山
三
区

(((((

)))))

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
16
年
12
月
１
日
〜

12
月
31
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
堀
　
義
明
（
榮
子
・
子
）
狐
鷹
森

佐
藤
フ
チ
エ
（
藤
太
郎
・
母
）
北
山
三
区

小
椋
　
　
中
（

功
・
父
）
蛇
　
平

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

（
中
川
　
　
大
（
下
吉
）

田
代
　
有
希
（
下
吉
）

「
ま
る
ご
と
保
養
地
協
定
」
に
よ

る
杉
並
区
民
の
皆
さ
ん
の
受
け
入

れ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
12
月
。
７
日

に
は
村
広
報
12
月
号
に
お
い
て
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
同
区
教
育
委

員
会
、
そ
し
て
15
日
に
は
、
同
区

議
会
議
員
の
皆
さ
ん
（
区
民
生
活

委
員
会
）
が
当
村
に
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
村
・
村
議
会
・
村
商

工
会
・
村
観
光
協
会
と
の
懇
談
会

を
行
い
、「
本
協
定
に
対
す
る
区

杉
並
区
議
会
の
皆
さ
ん
と

活
発
な
情
報
交
換

民
の
反
響
は
か
な
り
あ
る
」「
区
民

は
環
境
問
題
に
関
心
が
高
い
。
森
の

く
ま
さ
ん
（
桧
原
湖
周
遊
レ
ト
ロ
バ

ス
）
の
よ
う
に
、
環
境
に
対
す
る
配

慮
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
期
待
す

る
」「
首
都
圏
で
は

雪

は
大
き

な
魅
力
」
な
ど
と
、
活
発
な
情
報
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
行
は
翌
16

日
に
か
け
て
、
村
内
各
地
区
、
各
観

光
・
体
験
施
設
な
ど
を
念
入
り
に
視

察
し
て
い
か
れ
ま
し
た
。

一
方
、
行
政
以
外
の
交
流
も
盛

ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
北
塩
原
村

商
工
会
は
、
杉
並
区
の
子
ど
も
た

ち
に
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の
少
な

い
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
を

独
自
に
企
画
、
12
月
21
日
の
夜
中
、

午
前
１
時
に
裏
磐
梯
を
出
発
し
、

高
円
寺
北
と
成
田
西
の
２
つ
の
区

立
幼
稚
園
に
裏
磐
梯
の
雪
で
作
っ

た

雪
だ
る
ま

約
35
個
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

同
区
に
出
向
い
た
の
は
、
商
工

会
役
員
の
４
人
（
吉
川
一
三
会
長
、

小
椋
義
正
副
会
長
、
長
島
孝
吉
副

会
長
、
酒
井
作
男
監
査
）
と
事
務

局
２
人
の
計
６
人
で
、
こ
の
う
ち

２
人
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
、

事
前
に
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
園

児
の
前
に
登
場
。
突
然
の

雪
だ

る
ま

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
園
児
た

ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

北
塩
原
村
商
工
会

杉
並
区
の
子
ど
も
た
ち
に

雪
だ
る
ま
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲大歓迎を受ける商工会の皆さん（成田西幼稚園）

▲雪だるまに飾り付けを行う子ども
たち（高円寺北幼稚園）

▲あいさつする区民生活委員
長の藤原一男区議会議員

▲さまざまな情報が交換された
懇談会

好
評
販
売
中
！

◎12,000円分を 10,000円で販売
◎ 5,400円分を　5,000円で販売

■ラビスパ裏磐梯ご入場の際は、半額となる
村民限定前売り券をご利用ください。

問い合わせ先 ラビスパ ３３─２２００


